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文化庁の「文化財レスキュー事業」に協力（ヤマトロジスティクス（株）ʣ

ɹϠϚτϩδεςΟΫεʢגʣͷඒज़඼༌ૹΧϯύχʔ͸ɺඃͨ͠ࡂจԽࡒ౳Λٹग़

͢ΔจԽிͷʮ౦๺஍ํଠฏ༸ԭ஍਒ඃࡂจԽࡒ౳ٹԉۀࣄʢจԽࡒϨεΩϡʔࣄ

ɻͨ͠·͠ྗڠʹʣʯۀ

ɹ͜Ε͸ɺٸۓʹอશાஔ͕ඞཁͳඒज़඼΍ྺ࢙ࢿྉɺ༗ܗຽଏจԽࡒ౳Λର৅ʹɺ

ԠٸાஔΛ্ͨ͠ࢪͰपล஍Ҭͷ҆શͳࢪઃʹҠૹɾอ؅͢ΔۀࣄͰɺಉΧϯύχʔ
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経 済

ɹʮ%"/�50546ܦӦܭը����ʯͷୡ੒ʹ͚ͯ޲ɺ

ϠϚτάϧʔϓͰ͸ɺ����೥౓·ͰͷதܦظӦܭը

ʮ%"/�50546�͔೥ܭը�)01ʯΛࡦఆ͠·ͨ͠ɻ͜

ͷ�೥ؒ͸ɺੵۃ౤ࢿΛ௨ͨ͡৽ͨͳ੒௕ػձͷ૑ग़

ʹ౒Ίͳ͕Βɺάϧʔϓ಺ͷߏ଄վֵΛஅ͠ߦɺج൫

ԽΛਤΓ·͢ɻڧ

ɹଓ͘����ʙ����೥౓� 	45&1ʣͰ͸৽ͨͳ੒௕࿏
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ձ͔ࣾΒঌू͞Εͨϝϯόʔ͕ू·ͬͯɺ�ͭͷҊ݅ʹରͯ͠

Ͳ͏͍͏ιϦϡʔγϣϯΛఏͨ͠ڙΒ͍͍͔Λݕ౼͠߹͍ɺ௚

઀͓٬༷ʹব֎Λ͏ߦӦۀ෦ୂͰ͢ɻ͓͍͜ޓΕ·ͰͷӦۀͰ

ഓͬͨϊ΢ϋ΢Λग़͠߹͍ൃ׆ʹҙݟΛަΘ͢͜ͱͰɺըظత

ͳಓ͖ͨͯ͑ݟ͕ےΓ΋͠·͢ɻ
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物流園区の活用によるメリット

　スポーツ用品メーカー大手のアシックス様は、統一された

ブランドイメージを確立するため、国や地域ごとに調達して
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ヤマトグループのCSR
ɹϠϚτάϧʔϓͷ$43׆ಈ͸ɺʮάϧʔϓۀاཧ೦ʯʹ ଇ





安 全
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　社員一人ひとりが、常に「安全第一」と「人命の尊重」を

最優先して業務に臨むために、ヤマト運輸（株）では、年度





安 全
ヲハ ン ド ル 左 切 り ・ ロ ー ギ ア 発 進 と 安 全 喚 呼





安 全
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ベース・センターで∵
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低公害な集配車両の導入
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社 会
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ヤマトグローバル
エキスプレス（株）

長年の旗振り活動に感謝状

　ヤマトグローバル
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スワンベーカリー
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ワーク・ライフ・バランスの実現







社 会
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社 会
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ステークホルダーの皆様との対話を通じて企業価値の向上

を図りながら、１株当たり利益の継続的な増加に努めてい
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います。グループ各社の全事業所にコンプライアンス宣言

のポスターを掲示し、コンプライアンス違反事例をイラス

ト等によりわかりやすく説明することにより、コンプライ

アンスへの意識と注意を喚起しています。

　ヤマトグループの役員および社員は、これらに基づき誠

実に行動することが求められ、ヤマトホールディングス（株）

のコンプライアンス・リスク委員

会を中心に、グループ各社のコン

プライアンス・リスク管理担当部

署がその遵守を推進しています。

　また、内部通報制度として「コ

ンプライアンス・ホットライン」

や「目安箱」を設け、電話やメー

ルによる通報や相談を通じて、社

内リスク情報を直接把握できる

ようにし、コンプライアンス違反

の防止などにつなげています。

コンプライアンス教育

　リスクに対する幹
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「ヤマトグループCSR報告書2011」正誤表

ページ 該当箇所 誤 正




